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研究題目      書く目的と書き方の工夫の方法との出合いを工夫し、主体的に書く児童の育成 

～小５ 国語科『地域の魅力を伝えよう』の実践を通して～ 
１．研究概要 
（１）主題設定の理由 
 書くという行為は、非常に負荷の高い行為である。なぜなら、何を書くのかを決める行為、どのような構成で書
くのかを決める行為から始まり、伝えたいことを思考の中から言葉に出力するという行為を経て、最後は選んだ言
葉が本当に自分の伝えたいことを伝えられているか、間違っていないか、もっとよい表現はないか吟味する行為と
いう大きく分けて三つの行為という過程に至るからである。さらに、文章を書くにあたり、情報収集、情報の正誤
の確認もしなければならない。このように多様な行為を繰り返すことで、一つの文章が出来上がる。どの行為も認
知的負荷が高いうえに、児童は書くということに面倒くささを覚える。それは、テストにおいて記述問題が増えた
り、自分の書いた文章の間違いを指摘されたりして、書くことの負の側面に出くわすことが年を重ねるに連れて増
えるからではないだろうか。「せんせい、あのね」から始まる「あのねちょう」。鹿島和夫氏の実践である。書き
出しを工夫することで、児童たちの「何を書けばよいか分からない」状態を解消し、「先生に伝えたい」という目
的と相手意識を明確にした。児童には「先生」という伝えたい相手がいて、伝えたいこと、伝えたい目的や理由が
明確だからこそ、この実践は現在に至るまで広く受け継がれているのだろう。 
 現行の教科書における「書くこと」の学習では、学習課題が提示され、その課題に沿って文章を書くという展開
が多く見られる。そのため、児童にとっては、「なぜこの文章を書くのか」「誰に伝えるのか」という目的意識を
十分に形成する前に、書く活動に入る場合があるのではないだろうか。導入で教師が興味を持たせることも可能で
はあるが、そこで得た興味が持続するとは限らない。そこで、単元の初めには「何のために書くのか」という目的
と出合い、単元途中には「どのように書けば目的に沿った文章になるのか」という推敲の課題と出合うという、二
度の課題との出合いを設定することとした。 
 本学級の児童は、どんな友達とも分け隔てなく接することができる優しさを有しておる、話をする児童に合わせ
て、使う言葉や言い方を変えて、どんな友達とも円滑にコミュニケーションを取れる能力に長けている。そんな学
級には、生きた言葉が存在していると私は思う。一方で、授業のときなど物事をまとめる際に、書いて考えること
や文章にすることには苦手意識を持っている児童が多く、書くことに苦手意識を感じている児童はクラスの半数近
くを占めている。児童たちの意見としては、何を書いたらよいか分からない、どう書いたらよいか分からないとい
う。それらのことから、書きたいと思う内容の設定や気持ちの醸成、書くための方略の獲得が必要だと考えた。そ
こで、「書く目的と書き方の工夫の方法との出合いを工夫し、主体的に書く児童の育成」と主題を設定した。 
（２）目指す児童像と児童像に迫るための手立て 
目指す児童像を下記の通り設定する。 
書きたいという気持ちを高める出合いや書くための視点を獲得し、言葉による見方・考え方を働かせ、主体的に書く活
動に取り組める児童 
上記の児童像に迫るため、以下の仮説とそれに対する手立てを設定する。 
仮説Ⅰ書く活動に取り組む前に、児童が単元を貫く課題を立て、学校以外の仕事に従事する大人と出会うことで、児童

の中での目的意識や相手意識、当事者意識が高まり、よりよく書こうという気持ちを高めることができるだろう。 
   手立て①：単元を貫く課題を、実生活の中から児童とともに考え、それに沿った授業を展開する。 
   手立て②：ゲストティーチャー等、外部の方を招き、一緒に授業を創る。 
仮説Ⅱ自力で文章を書いた後、モデル文を比較することで、推敲の視点を獲得することができ、文章をさらによくしよ

うと書く活動に取り組むことができるだろう。 
   手立て③：教師が作成した二つのモデル文を比較し、推敲の視点を考える。 
（３）言葉の定義 
主体的 
この実践における主体的という言葉は、単に自分から進んで活動に取り組んだ姿ということに留まらないこととする。

教師が意図的に用意した教材との出合いや問いとの出合いのなかで、問題や課題を自分事とし、それらを解決するため
に自分の思考を巡らせながら活動に取り組んだ姿も主体的な姿とする。 
言葉による見方・考え方を働かせる 
言葉や文章中の符号などがもたらす効果を考え、どう言葉の使い方を工夫すれば自分の伝えたいことが伝わるのかを

考え、作文活動に取り組むこととする。 
４．研究の実際 
（１）単元計画（網掛け部分は総合的な学習の時間を活用） 

授業の段階 時数 授業内容 手立て 

書く前 

第１、２時 
岡崎市にはどんな魅力があるだろう。 
・岡崎市にはどんな魅力（人物、場所、物、イベントなど）があるか探求する。 ① 

第３時 岡崎の魅力をもっと詳しく知るためにどんな方法があるだろう ① 
第４時 手に入れた情報を今後どうしたらいいだろう ① 

第５～８時 どうすればよりよいインタビューができるだろう ② 
第９時 自分の伝えたい岡崎の魅力は何だろう  

書いている 第１０～１６時 
どうすれば魅力が伝わるタウン誌の記事が書けるだろう 

③ 

書いた後 第１７～１９時 
作ったタウン誌をこれからどうしたらいいだろう 

② 

分科会番号 ０１ｂ 分科会名 国語教育（作文その他） 

１４ 岡 崎 矢 作 南 小 学 校 氏名 立山 颯馬 
       タテヤマ   ソウマ 
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（２）抽出児童について 
 実践の成果を検証するために抽出児を設定する。 
抽出児Ａ 
 書くことに苦手意識をもっており、その理由として「書くのに時間がかかるから」と答えている。考えてまとめるこ
とにも苦手意識があり、日記のように自由に書く活動については特に苦手意識を示している。授業では基本的な問題解
決に取り組むことができ、時折、物事を深く捉えた発言や独自の視点からの発言が見られる。しかし、発言は頻回では
なく、考えをもっていても、それを言語化することには時間を要する様子がある。このことから考えがないために書く
ことが苦手なのではなく、考えを整理し、言葉として表出するまでに時間を要することが、書くことへの苦手意識に繋
がっている可能性がある。書きたいと思える内容や目的の明確化により、進んで活動に取り組む姿を期待する。 
（３）研究実践 
①書く前の活動（手立て①、②） 
 「書く」という活動に取り組むにあたり、なぜそれを書くのかと
いう目的と、誰に読んでほしいのか、届けたいのかという相手意識
は、主題設定でも述べた通り重要なことである。それが単元を通し
て児童のなかに目標や意識として存在することは、児童の活動の主
体性や目的を支えるものとなる。目的や意識の形成にあたり、生活
の中に存在する問いや願いを活用することで、国語科において児童
たちが書く必然性を感じられることを目指した。そこで総合的な学
習の時間を活用しつつ、それらの意識を形成する時間を設けた（資
料１）。この流れから第１時第２時では、岡崎にはどんな魅力（場
所、食べ物、人物）があるのか意見を集めた（資料２）。魅力につ
いて児童たちだけから出現したものは、２１番目紅葉狩りまでであ
り、児童が伝えたい魅力を決定するには、魅力の数が少なかった
ため家族などに聞いたり、家で調べたりするよう指示を出し、結
果９６番目まで、魅力を集められた。Ａは「近江屋本舗」という
矢作地区にある和菓子屋を述べた。児童たちは振り返りのなか
で、「調べてみると意外といいところや有名なものが多くあっ
た」「観光に来た人におすすめできるものもあった」と述べた。
第３時には、観光客はどのように旅行先の情報を集めるのか考え
た後、どうすればもっと詳しく岡崎の魅力について知ることがで
きるかを考えた。児童からはインターネットで調べる、本で調べ
る、という意見が出た。しかし、「岡崎にいる私たちだからこそ
できること」という視点で、観光客にもできるインターネットや
本を使用する以外にできる情報の集め方はないかと問い返すと、
人に聞くという意見が出た。そこで、誰に聞くのがよいかと問い
返すと、地域の人、先生、警察、観光大使、実際にそこで働いてい
る人等が挙がった。いちばん深い話が聞けるのは、携わっている人
たちではないかと話がまとまった。第４時では、様々尋ねたり調べ
たりして集めた情報をどうしたいか考えた。児童の中からは、新聞
を作る、クラスや学年に発表する、まとめるという意見が出てきた
ため、どうして岡崎の情報を集めているのかを再確認した。アジア
競技大会などで岡崎に来る観光客に向けて、岡崎の魅力を伝えたい
という目的で授業をしてきたことを想起させ、チラシを作る、イン
ターネットで拡散する、広告にするといった、情報を発信する活動
が必要だと考えをまとめた。第３時で考えたとおり、インターネッ
トでは集めることができない情報を発信するためには、実際にそこ
に従事する人に話を聞いて情報を収集する必要がある。インタビュ
ー時に聞きたいことを聞き出すために、どのように話を聞けばよい
かを国語科「知りたいことを聞き出そう」を活用し、考えた。 
 第４時までに児童たちは、岡崎の魅力を観光客に伝えたいとい
う目的をもちながら授業を進めてきた。児童と授業で、最終的に魅
力を発信できるものを作成する、そのために従事している人に話を
聞く、という活動が必要だと分かった。そのため、どのようにタウ
ン誌を書いたらよいか、インタビューしたらよいかを、教科書では
なく実際にそれを仕事にしている人から学ぶのがよいと考えた。そ
こで岡崎市役所の広報課の方に依頼し、授業を一緒にしていただい
た。２時間の授業前半はインタビューのことを、後半はインタビュ
ーして分かったことや集めた情報をどのようにまとめたらよいか、
ということを学んだ（資料３）。授業の中で相手意識、目的意識を
明確にすること、聞いた話を取り入れること、読みたくなる文章に
すること、書き手の思いを込めること、文章の構成のことをお話し
していただいた。この授業で聞いたことを基に、実際にインタビュ
ーをした。児童たちはそれぞれ、伝えたいと決めた魅力を決定し、
そこに従事する人に来ていただいた。都合がつかない方には、教師がメールや電話などでやりとりをし、児童が気にな

Ｔ１：ゴールデンウィークはどこかに行きましたか？ 

Ｃ：京都！東京！三重！岐阜！ 

Ｔ２：どうしてそこへ行ったの？ 

Ｃ１：行きたい場所があったから。 

Ｃ２：見たいものがあったから。 

Ｔ３：じゃあさ、岡崎にも観光客が来ると思うんだけど、どう？ 

Ｃ：えー、どこ行くんだろう… 

Ｔ４：秋にアジア競技大会があるの知ってる？ 

Ｃ３：あー！中総の！ 

Ｔ５：その試合とかを見に来る人って試合だけ見て帰るのかな？ 

Ｃ４：観光もしていくと思う。 

Ｃ５：ご飯を食べに行くと思う。 

Ｃ６：お土産を買うと思う。 

Ｔ６：岡崎にはどんな魅力があるのかな？ 

資料１：児童との対話 

資料２：集めた岡崎の魅力 

資料３：広報課の方との授業の板書 

資料４：近江屋本舗についてＡがまとめたもの 
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っていたことに答えていただくとい
う形で、知りたい情報を集められる
ようにした。Ａは第２時にて自分で
挙げた近江屋本舗についてインタビ
ューをしたいと決め、公式のホーム
ページの夢大福について書いてある
ことをまとめた（前頁資料４）。そ
こから資料５赤枠にあるとおり三つ
の質問をメインに考えた。広報課の
方に教えていただいたことや、授業
で考えたことを生かし、聞き取りの
メモは短文で必要最低限にとどめ、
一緒にインタビューをしたほかの児
童の質問、話の中でＡが必要だと思
ったことをメモに残すことができた（資料５青枠）。資料５赤枠の、お菓子を作
っている人がどのような思いなのか、お店の人が考える夢大福の人気の秘訣、や
りがいやお菓子作りの工夫について知ることができ、インターネットだけでは得
られない情報を入手することができた。インタビュー後の感想では、「とても緊
張したけど聞きたいことをきちんと聞くことができてよかった」と話し、実際に
活動をすることで得られるよさがあると感じた。 
 インタビューをしたことでタウン誌を書く材料を獲得でき、書くことに取り組
む準備ができた。教師の用意した資料などを用いて、Ａは資料６のように「なぜ
岡崎で愛され続けているのか」を伝えたいという目的意識をもち、読んだ人が
「「食べてみたい！」、「行って確かめたい！」って思って欲しい」という目的
や相手意識をもっていた。これらのことから、タウン誌を書く目的を共有し、自
分の思いを基に情報を集めてきたことが、当事者意識の高まりに繋がり、Ａの目
的・相手意識の高まりへと関連していたといえる。また、文章を書くにあたり、
どういう文章が読みやすい文章か、読
みたくなる文章かを事前に考えた。資
料７赤枠、ある児童が、「まとめてあ
る文章が読みやすい」と答えたため、
読みやすいとはどういうことかを問う
と、別の児童が、「『はじめ・中・終
わり』にまとめてあると読みやすい」
と回答した。これは、日ごろの説明的
な文章のなかでも確認していることで
あり、さらに２頁資料３にて、広報課
の方にお話ししていただいた内容にも
基づいている。ゲストティーチャーに
よる授業が、児童の思考に影響を与え
た部分だといえる。また、文章を読み
たくなる工夫を考えた。写真やレタリ
ングなどの見栄えの部分と、いいとこ
ろで終わる、「…」など読み手の想像
を膨らませる表現などを考えていた。 
②書いている過程の活動（手立て③） 
児童全体がある程度書き終えた段階

で、文章をさらに読み手に伝わるよう
にするために、推敲の視点をもてるよ
う課題を提示した。比較をすること
で、二文の違いから推敲について理解を深めることができると考えたからだ。そ
こで、まず比較をする前に修正前の状態の文章を提示し、どのようにしたらよい
かを考えた（資料８）。資料８の黒線より、誤字脱字、敬体と常体の混同、句読
点の脱落に気付くことができた。次に教師が用意した二つのモデル文を比較し
た。児童には教科書を参考にしてよいと伝えながらも、自力で書く姿が多く、新
たな学びや書く力の大きな向上にはつながっていないと感じた。また、比較をす
ることで、先に行った活動よりも一段深い推敲の視点に気付くことができると考
えたからである。比較をしたことでＡは、書き手の思考（資料９桃線）、漢字の
使用（資料９上部青線）、使用する言葉の選定（資料９下部青線）、「また」と
いう言葉を使用することで文章のねじれがないようにしながら、書き手の伝えた
いことを付加する方法（資料９黒線）の４つを見つけた。Ａは「リピーター」と
いう言葉の意味が分からず質問をしてきた。教師が意味を説明すると、「分かる
言葉を使ってよ、自分だったら違う言葉を使うな」と答えた。そのことから、誰にでも意味が分かる言葉を使いたいと
いう思いを抱いていたのが伺える。また全体交流では、「段落に分ける・振り仮名をつける・書いてあることは正しい

資料５：Ａのインタビューメモ 

資料６：Ａの記事に込める思い 

資料８：Ａが見つけた改善できそうなポイント 資料９：資料８と比較して見つけた推敲の視点 

資料１０：推敲の視点（掲示） 

資料７：読みやすい文章について考えた板書 
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か・主語と述語はねじれていないか・「～だ・である」「～です・
ます」はそろっているか・分かる、伝わる言葉で書いているか・具
体的か（数字・場所・歴史など）」など、それぞれ文章の形式にか
かわる部分を赤の推敲、表現にかかわる部分を青の推敲としてまと
め、掲示した（前頁資料１０）。また、児童にどちらが読みやすい
かを問うと、教師が提示した文章の長い方（推敲後）の方が読みや
すいと学級の全児童が答えた。その理由として、説明の詳しさ、書
き手の気持ちが伝わること、どれくらいという量や様子が具体的で
分かりやすいという意見が挙がった。それは、文章の長さに辟易す
ることよりも、自分の伝えたいことを伝えるために、また読み手が
困らないようにするためには、正確に情報を伝えないといけないと
いうことをモデル文の比較から理解したからだといえる。一方で３
頁資料７では、「ちょうどいい文字数」という意見も挙がってい
る。書き手が伝えたいことを不足なく伝えるために必要な文字数
と、読み手が読みやすいと思える文字数を擦り合わせる推敲をして
いかないといけない。使う言葉の精選や表現の工夫という推敲の重
要性が感じられる交流となった。今回考えた推敲の視点を基に、自
分の文章をさらによくすることを伝え、推敲を開始した。また、次時
では、授業の始めに広報課の方に協力していただき、児童たちの作成
した文章を読んでいただいた感想と、こういう点に気を付けるとよい
というビデオメッセージを作成していただいた。それを視聴し、どう
いう推敲の視点が足りていないかを学ぶ機会となった。提示していた
だいた推敲の視点は、主述は正確に対応しているか、接続詞は正しく
使われているか、言葉の重複はないか、事実と考えが混同していない
か、自分の気持ちが表れているかという視点を提示していただいた。
推敲の段階は２時間に分け、自分たちで考えた視点と提示された視点
の二つから児童たちは活動に取り組むことができた。 
 資料１１は書き出しの部分である。資料１１の黒線より、推敲前
の約１１５年と細かい数字から、１００年近くという表現に変更し
た。また「近江屋本舗という和菓子屋」とすることで、初めてその名
前を見る人でもどういうお店か分かるように表現を変更した。資料１
１の赤線では、教師のモデル文にも示したような、書き手の考えが表
出されるよう、表現が付加されていた。近江屋本舗が、なぜ岡崎市で
愛されているのか、時代が変わった今でも人気を保ち続けているのか
というＡの感じたことを基に文章が詳しく展開されるよう変化した。 
 資料１２赤丸では「！」の付加により、働いている人のお客さんに
「よろこんでほしい」という前向きな気持ちの強調や、文章の親しみ
やすさが増した。 
 資料１３はＡが書くのに困っていた部分である。インタビューの中
で、保存料についてのお話があった。近江屋本舗の方の話では、お菓
子に保存料を使用することで、長期の保存が可能になる一方で、保存
料を使用しないものと比較して風味が劣ると仰っていた。しかし、そ
れは何を優先するのかであり、一長一短であるとのこと。難しい話で
あり、そのお店の意向もあることなので、そこまで気にしなくてよい
ということだったが、Ａは夢大福のおいしさの秘訣に、保存料を使用
せず、多少期限が短くなっても、おいしいものをお客さんに届けたい
というお店の思いが魅力であると考えた。しかし、Ａのなかでは資料
１４の青枠の振り返りにもあるように、保存料を使用しないことでど
うおいしくなるのかという点について文の書き方や伝え方について悩んでいた。
そこで資料１５のようにＡと対話をした。ここでＡに考えてもらいたいのは、保
存料を使わないことで味がよくなるのではなく、保存料を使うことで風味が使わ
ない場合よりも劣ることと、保存料を使わないことが絶対いいというように読み
手に受け取られないようにすることである。このやり取りを経て、Ａは資料１３
赤線にあるように、「期限は少し短くなってしまいますが」と前置きをし、「素
材のよさをたもつという近江屋本舗のこだわりがある」とまとめることができ
た。また２頁資料４と比較しても、近江屋本舗の夢大福が「やわら
かい羽二重餅とクリームを使用しているからもちもちの食感を保つ
ことができている」というインターネットの情報のまとめから、自
分の伝えたいことを駆使した、さらに一歩踏み込んだまとめに発展
させることができた。次頁資料１６の振り返りにもあるように、
「悪い情報みたいになっちゃうから近江屋本舗のこだわりって書い
て魅力なんだと思ってもらえるように」と、教師との対話や自分の
伝えたい思い、お店や読み手への配慮がなされた文章にすることが
できたと述べている。 

資料１１：Ａの作成した文章（推敲前（下）後（上）の比較） 

資料１４：Ａのふりかえり 

Ｔ１：どう、昨日悩んでいたとこ上手に書けそう？ 

Ａ１：難しいです。 

Ｔ２：昨日の振り返りのところにコメント書いたんだけど、見

た？Ａはどうしてこれが書きたいの？ 

Ａ２：近江屋本舗は期限よりもお客さんの笑顔を大事にしている

ところが魅力だと思ったから。 

Ｔ３：なるほどね。じゃあ、保存料を使うよさと、使わないよさ

の両方を書いたらいいんじゃない？それか、保存料を使わ

ないことでどうなるかしっかり書いたらいいと思うよ。 

資料１５：Ａとの対話 

資料１３：Ａの作成した文章（推敲前（下）後（上）の比較） 

資料１２：Ａの作成した文章（推敲前（下）後（上）の比較） 
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資料１７では、赤線部分、「工夫」という言葉が付加された。それ
により、資料１７黒線の行為が、お店がただ注意していることではな
く、意識的に行っているお店の魅力だと価値づけた。 
 資料１８はタウン誌の終末の部分である。変化した部分は、赤線
部分である。推敲前は「足をはこんでみてください」、後は「食べて
みてください！」となっている。見直しをしていくなかで、書く前に
考えた読んだ人にどんな気持ちになってほしいかというところに立ち
返り（３頁資料４）、食べてみたい、行ってみたいという気持ちを引
き起こすために変化した部分である。また、Ａはどの年齢の人でも読
みやすいようにとすべてを漢字で書き、読み仮名を振るという作業に
も取り組んだ。読み手を意識した作文が確かに行われていた。 

推敲が終わった段階で、児童たちに「この文字だらけのタウン誌
を読みたいか」と問いかけた。児童たちは「いやだ、読みたくな
い」と答えた。そこで、どういうふうにすれば、読む人たちがも
っと読みたい、読みやすいと思えるものになるかを考えることに
した。児童からは、イラストや写真を入れる、文字に線を引く、
文字の色を変える、文字の大きさを変える、見出しを付けるなど
の意見が出た。これらの意見を基に、Ａ４の白い紙に再び書き起
こしていき、ついに完成した（資料１９）。文章自体は前時まで
に作ったものと同じだが、「岡崎で愛され続ける和菓子店とは
…」と題名が付いたり、夢大福の柔らかさを伝えるために、写真
を貼り付けたりした（資料１９赤枠）。Ａは振り返りの頑張った
こと、工夫の中で、どんな人でも読みやすいようにする工夫、見
出しの工夫、伝えたいことを詳しく書く工夫を凝らした（資料２
０赤線）。その工夫のどれもが、授業の中で考えたことである。
振り仮名に関しては、低年齢の人でも読みやすいようにするとい
う工夫が授業の中で話されたが、Ａは大人でも読みやすいように
漢字で書くという視点を取り入れたうえで、振り仮名を振って全
年齢が読めるようにした。そこから、Ａの相手意識が確立されて
いることが分かる。また、見出し「岡崎で愛され続ける和菓子店
とは…」や本文中に表れた「このやわらかさに…」の「…」の部
分には、Ａが書き手として言い切るのではなく、読み手の想像を
膨らませられるように文章に余白を残したり、題名に書きすぎな
いことで本文の内容の方に読み手の気持ちを誘導したりするよう
な工夫が施されていた。これはＡの読み手を意識した配慮であ
り、読み手に伝わるよう具体的に書く部分と、長い文章の中で読
み手に飽きさせない部分を融合させたものだといえる。イラスト
や色の付け方にも拘り、活動することができていた。 
③書いた後の活動（手立て①） 
 文章が完成し、タウン誌の記事の完成を間近に控え、児童たち
とこの作ったタウン誌の記事をどうするかを考えた。児童の中か
らは学校に置いて見てもらいたいという意見や観光客とかに見て
もらいたいという意見が出た。観光客に岡崎の魅力を伝えるとい
う目的をもって取り組んできた成果であ
る。そこで、どこに置いたらよいかを考
え、観光客など岡崎以外の人が集まる場
所、単純に人が集まる場所が挙げられ
た。その中から、中央総合公園、岡崎
駅、東岡崎駅、道の駅、アウトレット岡
崎、イオンモール岡崎、サービスエリア
岡崎が候補に決定し、児童が電話を通じ
て直接依頼をした。依頼を受け、大丈夫
ですとご回答をいただき、電話した児童
が結果を学級で報告をすると、「やった
ー、すごい」という声が多く聞こえた。
人に見せるという目標で行ってきた活動
が結実した瞬間だった。 
 最後に授業の振り返りを行った（資料
２０，２１）。Ａは、普段の授業よりも
書きやすさや自分が頑張って授業に取り
組めたことを実感している。その背景と
して、振り返りにもあるように、授業の
流れと思考の流れを整理したこと（資料
２１赤枠）と、Ａの思いに即して授業が

資料１９：Ａの最終原稿 

資料２０：Ａのふりかえり 

資料１６：Ａの振り返りと文章 

資料１７：Ａの作成した文章（推敲前（下）後（上）の比較） 

資料１８：Ａの作成した文章（推敲前（下）と後（上）の比較） 

資料２１：Ａの単元のふりかえり 



6 

 

進行したことが挙げられる。タウン誌を書くまでに、どうしてそれを書くのか、書くために必要なことは何か、書いた
ものをどうしたらよいか、という大きな流れで行ってきた。その結果、ただ書いて終わるだけでなく、必要感を感じな
がら活動に取り組むことができていたといえる。一単元の短い時間の中で書くというよりも、時間をかけて流れを作る
ことで、伝えたいことが整理されていった。また、Ａは和菓子が好きであると述べ、自分の生活の中にあるものについ
て、実際にお店の人に話を聞けたことや、自分が心の底から伝えたいと思ったことが確立したこと（資料２１緑枠）、
伝えたい相手をきちんと設定したことが、Ａの頑張れたという実感につながったと考える。 
３．実践の検証 
目指す児童像に迫るために研究仮説を設定し、それらを検証するために実践を行った。その実践の検証を、児童の変容
から仮説①、仮説②に対する手立ての有効性を述べる。 
（１）仮説Ⅰに対する手立ての検証 
手立て①：単元を貫く課題を、実生活の中から児童とともに考え、それに沿った授業を展開する。 
本学級の児童に、岡崎市で観光するならどこに行くか、岡崎に観光で来る人はどこに行くのだろうかと発問をした。

３頁資料１の段階では、児童たちは岡崎市にはどんな魅力があるのか、まだ気付けていない状態であった。しかし、イ
ンターネットで調べたり、お家の人と一緒に考えたりするなかで、私たちの住んでいる町にも魅力がたくさんあること
に気付くことができた（３頁資料２）。秋にあるアジア競技大会という大きなイベントで岡崎に来る人が多くなること
が予想され、実際に岡崎に来た人に魅力を伝えたいという当事者意識がより育まれることになった。インターネットで
得られる情報ならば、観光客にも調べられるため、岡崎市に住む私たちだからできることは何かを考え、実際に地域で
働く方への取材という方法を選択した。このことから、児童は課題解決のために情報収集の方法まで主体的に考える姿
が見られた。これは、児童がその課題をどうすれば解決できるのかという方法をよりよい形にしようとしたからである。
そこには、課題解決の目的が明確になっていたからこその思考だといえる。Ａは、地域の和菓子屋を伝えたい魅力に設
定し、実際にその和菓子屋で働く人に話を聞くことができた。Ａはインターネットで調べて分かったことを３頁資料４
のようにまとめ、どのようなことを尋ねたいかを４頁資料５のように考えた。また実際に話を聞いたことで、他の児童
の質問から大事だと思うことをメモしたり、資料のように伝えたいことを明確にしたりすることができた。それはＡの
「とても緊張した」という感想にも表現されているように、学びを自分事にして取り組むことができていたからである。
集めた情報を観光客に発信するという目的意識と相手意識のもと、書く活動に取り組んだ。最後、完成したタウン誌を
どうするかを児童に問い、多くの人に見てもらうためには、多くの人が来る場所に置いてもらう必要があると考え、ど
の場所に置くのがよいかを選定し、電話にて児童の口から依頼した。すべての活動を終え、Ａは５頁資料２２のように
感想をまとめた。「記事作りが楽しかったから。」「夢大福を食べたことがあっておいしかったから、その魅力を伝え
たくて、がんばった。」と述べた。記事作りの楽しさを生み出したのは、課題を自分事として捉え、どう活動したらよ
いかを考え主体的に学習に取り組んだ成果だといえる。また、自分の生活経験と結び付けながら題材を選択していたこ
とが分かる。これは、課題を自分事として捉えていたことの表れであり、主体的に学習へ取り組んだ姿といえる。 
手立て②：ゲストティーチャー等、外部の方の力を借りて、一緒に授業を創る。 
 市役所の広報課の方にご来校していただき、インタビューの仕方と記事の書き方の授業を３頁資料３のようにしてい
ただいた。また、４頁資料５のように直接インタビューをして話を聞くことで、ホームページからでは得られない情報
を入手出来たり、新たに伝えたいものを入手出来たりした。４頁資料７のように、広報課の方に聞いた話が授業の中で
生かされていた。４頁で述べたが、児童の書いた文章を実際に読んでいただき、感想と助言をいただいた。Ａの話から
も、外部の方の話を聞くことは緊張感があり、児童にとってもよい刺激のあるものであった。様々な場面で大人の方と
交流をしたことで、Ａは３頁資料６のようにどんな記事にしたいかという思いをもち、取材を通して新たに得た情報の
価値に気付くようになった。また、このことから、取材を通して得た情報を「伝えたい内容」として捉え、記事に生か
そうとする意識が高まったと考えられる。ゲストティーチャーの方と一緒に授業をして、様々な人の思いに触れること
で、Ａの中に地域の魅力についての知識がより深まり、自分の伝えたい内容が具体化された。その結果、伝えたいこと
が明確になり、書きたいという気持ちや書く必然性を支える活動になった。ゲストティーチャーとは３つの場面で交流
をし、書く・インタビューをするための知識、伝えたい内容、読み手意識の獲得を児童にもたらした。 
 以上より、手立て①、手立て②は有効であり、仮説Ⅰの妥当性が実証されたといえる。 
（２）仮説Ⅱに対する手立ての検証 
手立て③：教師が作成した二つのモデル文を比較し、推敲の視点を考える。 
 文章をよりよくするためには推敲が必要である。そこで、３頁資料８，９の二つの文章を提示し、どの部分がよりよ
くできそうかを考えた。個人追究と全体交流をして、いくつか推敲の視点を獲得し、３頁資料１０のように、形式的な
推敲、表現的な推敲の二つを示した。Ａはそれを受け、４頁資料１１、１２、１３、５頁資料１７、１８のように自分
の文章を見直し、よりよくしようとした。そこには、相手意識と言葉による見方・考え方を働かせ、どのような言葉を
使えばよいかを考えた結果である。５頁資料２０のように、獲得した推敲の視点を自分の中で再解釈し、自分の作品に
生かすことができた。しかし、推敲の視点が文の比較から多くの数が挙がったこと、広報課の方からいただいた推敲の
視点と多くのことがあり、児童の中にはどれを基に活動に取り組めばよいか分からなくなっている姿が散見された。Ａ
は提示した推敲の視点を活用して文章を改善していた。しかし、児童によっては視点が多くてどうしたらよいか困って
いる姿も見られた。視点自体は３頁資料１０のように教室に提示していたものの、自分の文章に何が足りていないのか、
何を優先して見直せばよいのか判断に困っていたり、自分の文章の改善点に気付く視点が足りていなかったりしていた
と考えられる。 
 以上より、手立て③は有効であったものの、視点の扱い方について工夫をするなど、改善の余地があり、仮説Ⅱの一
定の妥当性が実証されたといえる。 
４．おわりに 
 本研究では、児童の思いに沿った授業の課題設定と、学校外の人との交流により相手意識や目的意識が形成された。
また、推敲の視点を獲得したことで、自分の文章を主体的に見つめ直し、言葉による見方・考え方を働かせながら書く
活動に取り組む児童の姿を見ることができた。児童の中にそれぞれの意識を形成することで、児童は書きたいという思
いを膨らませられた。これからも児童の思いを主軸に授業を展開していきたい。 


